
早稲田大学法学部レポート 

 

科目名 哲学・思想ⅠA 曜日・時限 木曜日・2 限 

担当教員 守中 高明 

受付期間 

（24 時間表記） 
開始︓1 月 15 日（月）0 時 00 分 〜 締切︓1 月 20 日（土）23 時 59 分 

提出先 
■Waseda Moodle 

 

書式 

用紙サイズ A4 

ファイル形式 
Word（.doc、.docx） 

 

字数制限 2,000 字〜4,000 字程度（超過も可）  

その他指定 

★レポートの記述に際して ChatGPT 等の生成 AI を使用することは、厳に禁止

する。生成 AI による解答は代作・盗作であり、不正⾏為に該当し、処分対象と

なる。 

★担当教員はすべての設問に関して、生成 AI によるあり得る解答を精査してお

り、かつ、採点にあたっては類似度判定機能を使用する。 

★引用文献・参考文献については、必ず出典（筆者・タイトル・ページ等）を明

記すること。レジュメからの引用についても同様（「第■回講義レジュメ」等）。 
 

課題内容 

つぎの設問のうちから、1 つを選択し、解答しなさい（どの設問を選択したかを冒頭に明記するこ

と）。 

（1）ジャック・デリダにおける「正義」概念は、法の脱構築という契機および決断という場面とどのよう

な関係をもつか。講義内容を踏まえて論じなさい。 

（2）法秩序における「例外状態」とはなにか。カール・シュミット、ジョルジョ・アガンベンらの理論を踏

まえて論じなさい（その際、現在この国で議論されつつある憲法改定における「緊急事態条項」新設

の問題点を、必ず視野に入れること）。 

（3）現在進⾏中のパレスチナ・ガザ地区におけるイスラエルの国家暴⼒によるジェノサイドを前にして

「歓待」の精神はどのように現実化され得るか、そして、なにを成し得るか。エマニュエル・レヴィナス、ジ

ャック・デリダらの思考をもとに論じなさい。 

（4）ジャック・デリダが錬成した死刑廃止の哲学的根拠、およびチェーザレ・ベッカリーア以降の死刑

廃止論の系譜を踏まえたうえで、日本における死刑廃止はどうすれば可能となるかを総合的に論じな

さい。 

（5）「赦し得ぬものを赦すこと」とはどのような概念であるか。その法学的・倫理学的な意味と価値

について、ハンナ・アーレント、ジャック・デリダらの思考を踏まえて総合的に論じなさい。 

（6）主権の脱構築がデモクラシーにとって持つ意味を、ジャック・デリダ、J.-L.ナンシーらの思考にそく

して論じなさい。 

☆注意︓講義で取りあげた哲学上の議論を的確に整理・総合したうえで、さらに独⾃の発展的考

察がなされていることが望ましい。恣意的な感想文の類いは評価の対象外とする。 

 


